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こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
よ
り
副
議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の

職
務
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

十
日
町
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

十日町市議会議員30名（平成21年５月改選）

市議会副議長

庭野政義

　

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙

に
よ
り
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重

大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
日
町
市
の
発
展
と
市
民
生
活
向
上

の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
議
長
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市議会議長

涌井　充

副
議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ

5月!3日に臨時議会を開催

新しい議会構成が決まりました
６ページをご覧ください
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市
民
の
声
の
代
弁
者
、
調
整
役
と

し
て
、
新
人
議
員
ら
し
く
若
さ
と
行

動
力
で
、
議
会
や
行
政
の
仕
事
を
わ

か
り
や
す
く
市
民
に
伝
え
、
明
る
い

元
気
な
町
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

小
林　

均

（
本
町
４
丁
目
）

1

員 と し て 取 り 組 む 課 題 と 抱 負議
　

国
宝
火
焔
型
土
器
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
国
宝
館
、
火
焔
の
都
構

想
の
前
進
に
努
力
し
た
い
。
雇
用
の

確
保
と
拡
大
、
安
全
安
心
の
歩
道
整

備
と
社
会
づ
く
り
、
地
域
の
歴
史
と

文
化
を
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
た
い
。

吉
村
重
敏

（
中
条
峠
）

2

　

大
震
災
の
復
興
も
間
近
か
で
す
。

市
民
の
パ
ワ
ー
と
知
恵
で
乗
り
切
っ

た
は
ず
。
今
こ
そ
市
議
会
の
役
割
、

力
と
は
何
か
と
、
議
員
の
自
覚
が
問

わ
れ
ま
す
。
市
民
の
期
待
の
大
き
さ

に
、
正
に
一
丸
と
な
っ
て
応
え
る
時
。

遠
田
延
雄

（
川
治
内
後
）

3
　

市
議
の
役
割
は
、
①
地
域
の
代
弁

者
と
し
て
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
。
②
市
全
体
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
十
日
町
市
の
未
来

を
切
り
拓
く
活
動
を
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
お
り
、
そ
れ
を
実
践
し
ま
す
。

藤
巻　

誠

（
下
条
新
光
寺
）

4

　

病
院
問
題
、
街
の
空
洞
化
・
耕
作

放
棄
地
問
題
は
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。

医
療
・
介
護
等
の
充
実
を
図
り
、
家

の
中
か
ら
子
供
達
の
声
、
お
年
寄
り

の
笑
い
声
の
聞
こ
え
る
、
特
色
あ
る

地
域
作
り
。 仲

嶋
英
雄

（
上
野
）

5
　

暮
ら
し
が
大
変
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

暮
ら
し
の
基
盤
再
生
の
た
め
農
業
振

興
に
努
め
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
各
地
域
の
良
さ
が
活
か
さ
れ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

鈴
木
和
雄

（
倉
俣
）

6

　

行
財
政
改
革
や
市
民
の
意
識
改
革

を
図
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
議
会
が

変
わ
る
こ
と
。
固
定
観
念
を
持
た
な

い
議
論
、
市
議
会
議
員
と
は
、
市
議

会
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
議
論
を

深
め
、
議
会
改
革
に
努
め
ま
す
。

小
林
弘
樹

（
春
日
町
１
）

7
　

い
の
ち
輝
く
地
域
を
め
ざ
し
て
、

暮
ら
し
、
子
育
て
、
高
齢
社
会
を
支

え
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

元
気
と
希
望
を
持
て
る
地
域
づ
く
り

を
、
現
場
第
一
主
義
に
徹
し
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

宮
沢
幸
子

（
大
黒
沢
第
１
）

8

　

硬
直
化
し
た
市
の
財
政
を
き
っ
ち

り
と
検
証
し
た
上
で
、
ム
リ
ム
ラ
ム

ダ
を
排
除
し
て
何
と
し
て
で
も
健
全

化
へ
カ
ジ
を
切
る
様
役
に
立
ち
た
い
。

次
世
代
を
荷
う
子
や
孫
達
の
為
に
人

材
育
成
の
種
を
撒
き
芽
を
育
て
た
い
。

阿
部
晃
一

（
上
川
町
）

9
⑴
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
い
き

い
き
と
育
ち
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
。
⑵
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
地
域

づ
く
り
、
職
場
づ
く
り
。
⑶
お
年
寄

り
が
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
等
に
努
め
ま
す
。

近
藤
紀
夫

（
下
条
中
央
通
り
）

10



（3）

TO K A M A C H I

　

深
刻
な
経
済
情
勢
の
も
と
、
市
民

の
暮
ら
し
を
応
援
し
、
医
療
・
福
祉
・

教
育
優
先
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
経
済
振
興
条
例
の
制
定
、
子

ど
も
の
通
院
医
療
費
は
、
中
学
卒
業

ま
で
無
料
化
す
る
た
め
頑
張
り
ま
す
。

安
保
寿
隆

（
四
日
町
第
１
）

11

  

市
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
対
話

を
重
ね
な
が
ら
、
高
齢
者
も
、
障
が

い
の
あ
る
方
も
、
地
域
で
支
え
あ
い
、

心
の
か
よ
い
合
う
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
皆
さ
ま
と
共
に

あ
ゆ
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

羽
鳥
輝
子

（
木
落
）

12

　

現
在
の
不
況
の
中
で
十
日
町
市
の

最
大
の
産
業
は
農
業
で
あ
る
。
行
政
、

農
協
が
一
体
と
な
り
、
少
し
で
も
有

利
な
販
路
を
開
拓
し
、
地
味
で
あ
っ

て
も
市
民
の
経
済
の
足
し
に
な
る
農

業
政
策
を
考
え
歩
み
た
い
。

小
嶋
武
夫

（
新
町
新
田
）

13
　
「
都
市
と
農
村
」
の
連
携
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
特
性
や

資
源
を
生
か
し
た
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。
若
者
が
夢
を
描

き
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

飯
塚
茂
夫

（
南
雲
）

14

　

議
会
、
議
員
の
立
場
、
役
割
を
忘

れ
ず
、
住
民
の
声
を
市
政
に
生
か
し
、

地
域
格
差
の
な
い
地
域
創
り
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
若
者
が
定
住
で
き

る
地
域
創
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

鈴
木
一
郎

（
白
羽
毛
）

15
　

公
平
と
平
等
の
精
神
で
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
適
確
に
集
約
し
、
積
極
的
な

政
策
提
言
を
行
い
、
地
方
分
権
に
対

応
で
き
る
議
会
改
革
を
目
指
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
心
豊
か
に
安
心
と
笑
顔
の

あ
る
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
！

太
田
祐
子

（
川
治
内
後
）

16

　

市
民
の
目
線
に
立
ち
、
市
民
の
声

を
聞
き
、
市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
役

を
基
本
と
し
働
き
ま
す
。
雇
用
の
創

出
、
地
場
産
業
の
振
興
、
福
祉
、
農

業
な
ど
夢
あ
る
「
十
日
町
市
」
建
設

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

涌
井　

充

（
高
島
第
１
）

17
　

自
慢
で
き
る
故
郷
づ
く
り
に
向
け

て
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
な
う
と

と
も
に
、
新
た
な
議
会
の
変
革
と
議

会
活
動
を
進
め
、
安
心
し
て
住
め
る

社
会
環
境
と
し
て
、
医
療
の
充
実
と

福
祉
の
向
上
に
努
め
る
。

川
田
一
幸

（
珠
川
）

18

　

全
市
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
、

地
域
の
歴
史
、
文
化
、
資
源
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
重

要
課
題
で
あ
る
地
域
医
療
の
確
保
、

十
日
町
病
院
の
現
在
地
で
の
早
期
改

築
と
松
代
病
院
の
存
続
に
努
め
ま
す
。

山
賀
子
平

（
池
之
畑
）

19
　

子
供
達
や
お
年
寄
り
が
仲
良
く
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
掛
け
づ
く
り
や
、

環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
の
生
産
流

通
を
推
進
し
な
が
ら
体
験
農
業
や
各

種
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
生
か
し
た
嫁

婿
対
策
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

小
林
正
夫

（
木
島
）

20
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
理
念
に
よ

る
「
ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
」
等
の

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
は
じ
め
、

ほ
く
ほ
く
線
の
存
続
、
新
住
所
表
示

の
一
日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
、
こ

れ
か
ら
も
東
奔
西
走
し
て
参
り
ま
す
。

庭
野
茂
美

（
高
田
町
１
）

21
　

合
併
し
て
４
年
、
課
題
山
積
の
中
、

今
後
の
市
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
、

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
為
に
、
働

く
場
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
素
早
い

対
応
と
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
で
き

ま
す
様
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

山
岸
角
太
郎

（
堀
之
内
）

22

　

克
雪
対
策
。
県
立
松
代
病
院
現
状

維
持
で
医
療
、
福
祉
の
充
実
。
中
山

間
地
農
業
へ
の
支
援
で
若
い
人
が
あ

と
を
継
げ
る
農
政
。
仕
事
づ
く
り
へ

生
活
密
着
の
公
共
事
業
拡
大
。
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
全
力
で
。

村
山
邦
一

（
上
川
手
）

23
　

雇
用
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
す
。
今
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で

特
養
な
ど
の
福
祉
施
設
を
建
設
す
る

予
定
で
す
。
雇
用
拡
大
と
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

尾
身
隆
一

（
中
平
）

24

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
充
実
の

為
に
行
財
政
改
革
の
提
案
と
推
進
。

　

雇
用
の
創
出
も
含
め
若
者
の
定
住

環
境
整
備
。
高
齢
者
の
介
護
入
所
施

設
の
充
実
及
び
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
。
市
民
目
線
の
提
案
と
行
動
。

小
野
嶋
哲
雄

（
太
平
）

25
　

21
世
紀
の
郷ま

土ち

創
り
を
目
指
す
。

　

地
場
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
と
、

教
育
、
芸
術
文
化
を
高
め
、
福
祉
の

充
実
を
図
り
、
子
供
達
に
誇
れ
る
郷

土
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
す
。

庭
野
政
義 

（
本
町
７―

１
）

26

　

安
心
・
安
全
で
元
気
な
街
づ
く
り
、

そ
し
て
何
よ
り
も
仕
事
づ
く
り
で
す
。

十
日
町
病
院
の
早
期
改
築
を
は
じ
め

産
業
経
済
振
興
の
た
め
の
高
規
格
道

十
日
町
、
松
代
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
整

備
促
進
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

宮
嶋
正
一

（
伊
達
第
２
）

27
　

市
民
が
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
を

目
指
し
、
地
場
産
業
の
活
性
化
に
よ

る
雇
用
の
確
保
、
誰
も
が
等
し
く
教

育
を
受
け
ら
れ
る
施
設
整
備
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力

を
注
ぎ
ま
す
。 高

橋
洋
一

（
湯
本
）

28

　

こ
れ
か
ら
与
え
ら
れ
た
任
期
４
年

間
は
明
日
の
十
日
町
市
に
と
っ
て
重

要
な
問
題
や
決
定
事
項
が
山
積
し
て

い
る
。
十
日
町
病
院
の
建
設
や
位
置
、

信
濃
川
と
清
津
川
の
水
問
題
、
そ
の

他
皆
さ
ん
と
共
に
対
応
し
た
い
。

北
村
公
男

（
山
野
田
）

29
　

合
併
５
年
目
を
迎
え
、
市
民
融
和

を
基
本
に
財
政
健
全
は
も
と
よ
り
安

定
し
た
農
業
と
新
産
業
の
創
造
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
加
え
て
環
境
問

題
を
重
視
し
行
政
、
議
会
、
市
民
と

知
恵
を
出
し
合
い
町
作
り
に
努
め
る
。

小
堺
清
司

（
松
代
）

30

員 と し て 取 り 組 む 課 題 と 抱 負議
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5月 第2回 臨時会議決結果
市長提出議案

件　　　　　名 議決結果

専決処分の承認（十日町市税条例等の一部を改正
する条例）

承　 認

専決処分の承認（十日町市都市計画税条例の一部
を改正する条例）

承　 認

専決処分の承認（十日町市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例）

承　 認

専決処分の承認（平成20年度十日町市簡易水道
事業特別会計補正予算［第９号］）

承　 認

専決処分の承認（平成21年度十日町市一般会計
補正予算［第１号］）

承　 認

十日町市非常勤特別職等の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例制定

原案可決

議会提出議案
件　　　　　名 議決結果

議長選挙 選　 挙

副議長選挙 選　 挙

議員の議席指定 指　 定

議会常任委員会委員の指名 指　 名

議会常任委員会委員長及び副委員長の選任報告 報　 告

議会運営委員会委員の指名 指　 名

議会運営委員会委員長及び副委員長の選任報告 報　 告

十日町地域広域事務組合議会議員の選挙 選　 挙

津南地域衛生施設組合議会議員の選挙 選　 挙

議長の常任委員会辞任 許　 可

5月 第3回 臨時会議決結果
市長提出議案

件　　　　　名 議決結果

十日町市特別職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例制定 原案可決

十日町市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例制定 原案可決

議会提出議案
件　　　　　名 議決結果

十日町市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例制定

原案可決

〈
補
正
第
１
号
・
専
決
〉

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
（
案
）

編
成
後
の
情
勢
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
補
正
予

算
を
専
決
し
ま
し
た
。

５
月
第
２
回
臨
時
会

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
（
雇
用
開
発
室
）　

　

県
で
設
置
し
た
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
を
財
源
に
、

将
来
的
に
雇
用
継
続
が
見
込
ま

れ
る
事
業
に
つ
い
て
、
市
が
民

間
企
業
等
に
委
託
し
、
原
則
１

年
以
上
の
安
定
的
な
雇
用
機
会

を
創
出
す
る
も
の
で
す
。
21
年

度
は
、
６
人
の
新
規
雇
用
を
目

指
し
ま
す
。

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
事

業
（
防
災
安
全
室
）　

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
を
想
定
し
、
直
接
患
者
と
接

触
す
る
可
能
性
が
あ
る
保
健
師

な
ど
が
着
用
す
る
感
染
防
護
服

や
マ
ス
ク
な
ど
の
購
入
と
、
市

民
向
け
に
啓
発
チ
ラ
シ
を
印
刷

し
、
配
布
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
・

主
な
事
業

新しい議席が指定されました 議 長 選 挙



あ
と
が
き

決
ま
り
ま
し
た

●
議　
長

　

涌　
井　
　
　
充

●
副
議
長

　

庭　
野　
政　
義

議会運営会議

議
会
構
成
が

（6）

　

市
町
村
合
併
か
ら
４
年
、
今
回

か
ら
定
数
30
名
、
全
市
一
選
挙
区

で
の
選
挙
戦
で
、
市
民
の
皆
様
方

に
と
っ
て
も
立
候
補
者
に
と
っ
て

も
暗
中
模
索
の
対
応
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
全
市
一
体
化
へ
の

ス
テ
ッ
プ
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
厳
粛
な
審
判
を
受
け
た

30
名
の
議
員
で
、
５
月
13
日
の
臨

時
議
会
に
お
い
て
議
長
を
含
む
議

会
構
成
が
決
定
し
、
２
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も
初

当
選
議
員
が
３
名
加
わ
り
６
名
に

よ
り
、
見
た
い
、
読
み
た
い
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
努
め
ま
す
の
で
、

選
挙
に
限
ら
ず
今
後
も
議
会
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

市
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
し
ま
し

ょ
う
。 

山
賀
子
平

◆
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

山

賀

子

平

　

副
委
員
長　

吉

村

重

敏

　

委　
　

員　

小　
林　
　
　
均

　
　
　
　
　
　

藤　
巻　
　
　
誠

　
　
　
　
　
　

安

保

寿

隆

　
　
　
　
　
　

羽

鳥

輝

子

■
議
会
運
営
委
員
会
（
８
人
）

　

委
員
長　

小　
堺　
清　
司

　

副
委
員
長　

阿　
部　
晃　
一

　

委　
　

員　

小　
林　
弘　
樹

飯　
塚　
茂　
夫

川　
田　
一　
幸

庭　
野　
茂　
美

山　
岸　
角
太
郎

尾　
身　
隆　
一

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

小　
林　
正　
夫

副
委
員
長　

小　
林　
弘　
樹

委　
　

員　

吉　
村　
重　
敏

仲　
嶋　
英　
雄

安　
保　
寿　
隆

山　
岸　
角
太
郎

村　
山　
邦　
一

宮　
嶋　
正　
一

北　
村　
公　
男

小　
堺　
清　
司

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

飯　
塚　
茂　
夫

副
委
員
長　

鈴　
木　
一　
郎

委　
　

員　
小　
林　
　
　
均

藤　
巻　
　
　
誠

鈴　
木　
和　
雄

阿　
部　
晃　
一

近　
藤　
紀　
夫

小　
嶋　
武　
夫

太　
田　
祐　
子

■
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長　

庭　
野　
茂　
美

副
委
員
長　
尾　
身　
隆　
一

委　
　

員　
遠　
田　
延　
雄

宮　
沢　
幸　
子

羽　
鳥　
輝　
子

川　
田　
一　
幸

山　
賀　
子　
平

小
野
嶋　
哲　
雄

庭　
野　
政　
義

高　
橋　
洋　
一

◆
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
議
会
議
員
（
10
人
）

遠　
田　
延　
雄

仲　
嶋　
英　
雄

鈴　
木　
和　
雄

羽　
鳥　
輝　
子

　
山　
賀　
子　
平

庭　
野　
茂　
美

山　
岸　
角
太
郎

村　
山　
邦　
一

庭　
野　
政　
義

涌　
井　
　
　
充

◆
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
議
会
議
員
（
３
人
）

鈴　
木　
一　
郎

高　
橋　
洋　
一

涌　
井　
　
　
充新・議会だより編集委員

【所管事項】
総務課・総合政策課・財政課・税
務課・会計課・教育総務課・学校
教育課・生涯学習課・文化財課・
スポーツ振興課・議会事務局・選
挙管理委員会・公平委員会・監査
委員及び固定資産評価審査委員会
所管に関する事項。その他、他の
常任委員会に属さない事項。

【所管事項】
農林課・産業振興課・観光交
流課・建設課・克雪維持課・
上下水道局及び農業委員会所
管に関する事項。

【所管事項】
市民生活課・介護国保課・福祉課
（福祉事務所）・健康支援課・国民
健康保険診療所及び環境衛生課所
管に関する事項。

※各常任委員会の定数は10人ですが、議長は常任委員会委員を辞任す
る申し合わせになっているため、産業建設常任委員会は９人です。


